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身長 体重 SJ CMJ 5RJ
cm kg 跳躍高（ｍ） 跳躍高（ｍ） RJ-index（m/s） 接地時間（秒） 跳躍高（ｍ）
2012/ 4/11 158 48.6 0.386 0.456 2.921 0.132 0.386
7/15 158 48.4 0.428 0.448 2.842 0.142 0.404
10/24 158 48.2 0.457 0.494 2.972 0.143 0.425
11/ 3 158 47.8 0.445 0.489 2.943 0.140 0.412
12/ 2 158 47.8 0.483 0.479 2.710 0.151 0.409
1/14 158 47.6 0.448 0.474 3.232 0.136 0.440 
2/28 158 47.8 0.442 0.488 3.074 0.129 0.397
3/ 8 158 47.8 0.475 0.522 3.236 0.139 0.450 
3/21 158 47.8 0.513 0.519 3.468 0.138 0.479
3/25 158 47.6 0.454 0.479 2.956 0.148 0.437
2013/ 5/ 9 158 47.8 0.468 0.503 3.419 0.126 0.431
7/31 158 47.2 0.456 0.469 2.774 0.146 0.405
10/ 6 158 48.6 0.438 0.434 2.538 0.153 0.388
10/15 158 47.6 0.453 0.488 3.044 0.142 0.432
12/20 158 48.1 0.462 0.485 3.044 0.142 0.432
2014/ 1/22 158 48.3 0.466 0.492 2.824 0.152 0.429




年月日 大会名 種目 記録 風速 順位 場所 特記事項
2012/ 4/22 第60回兵庫リレーカーニバル 走幅跳 5ｍ98 ＋4.3 7位
兵庫・神戸ユニ
バー 公認5m94（+0.9）
4/28 北海道学連競技会第1戦 走幅跳 5m79 −2.7 千歳青葉 最初ピットの向きが向かい風。3回目の試技で追い風に変更したがファール。
5/ 3 札幌記録会第1戦 100m 12”07 ＋4.9 札幌円山
5/ 6 北海道学連競技会第2戦 走幅跳 6m09 ＋2.9 札幌円山 ４試技中３回，６m越え（追い風参考）。
5/12 第41回室蘭地方春季陸上競技大会
100m 12”20 ＋3.3 1位
室蘭入江








5/20 走幅跳 6m03 ＋1.8 1位 第1試技以外は全てファール。3連覇および自身の大会記録を更新。
6/ 9 道央記録会第4戦 走幅跳 6ｍ08 ＋2.7 千歳青葉










100m 12”51 −1.8 5位
7/21 第85回北海道陸上競技選手権大会 走幅跳 5m89 ＋0.2 1位 釧路市民




100m 12”23 ＋1.4 4位
千歳青葉
自己ベスト記録
走幅跳 6m22 ＋3.1 1位 公認6m12（+1.6）





100m 12”16 ＋1.2 1位
札幌円山
自己ベスト記録
9/23 走幅跳 6m20 ＋2.1 1位 公認6m04（-0.5）
10/ 6 第42回道南秋季陸上競技
大会
100m 12”60 ＋1.4 2位
函館千代台
10/ 7 走幅跳 6m05 −0.3 1位 大会記録更新






4/27 北海道学連競技会第2戦 100m 12”49 −1.0 札幌円山 雪解けが遅く低温の中の試合。








100m 12”17 ＋0.5 1位
札幌円山



















走幅跳 6m19 −0.4 1位 札幌円山
9/22 第42回北海道学生陸上競
技選手権大会
100m 12”76 −3.3 2位
札幌円山
9/23 走幅跳 6m26 ＋2.7 1位 公認6m16（+1.3）大会新記録



































































































































































































































































































HVTO 8.97 9.02 
VVTO 0.32 0.25 
VTO 8.98 9.02 
ストライド（m） 2.00 1.80 
踏切1歩前
身体重心速度（m/s）
HVTD 9.08 8.99 
VVTD −0.63 −0.73 
VTD 9.10 9.02 
HVTO 8.71 8.88 
VVTO 0.02 0.07 
VTO 8.71 8.88 
ストライド（m） 1.84 1.88 
踏切時
身体重心速度（m/s）
HVTD 8.54 8.91 
VVTD −0.10 −0.26 
VTD 8.54 8.91 
VVMKF 1.82 2.30 
HVTO 7.28 7.77 
VVTO 3.24 3.19 
VTO 7.97 8.40 
HVTD-TO −1.26 −1.14 
VVMKF-TO 1.42 0.89 
跳躍角度（deg） 24.0 22.3 
踏切時間（s） 0.117 0.117
股関節角度（deg）
θHTD 155.9 152.8 
θHMKF 161.0 163.5 
θHTO 197.9 201.3 
θHTD-TO 42.0 48.5 
膝関節角度（deg）
θKTD 171.2 163.9 
θKMKF 149.1 140.0 
θKTO 165.3 169.8 
θKTD-MKF −22.1 −23.9 
θKMKF-TO 16.2 29.8 
膝関節角速度（deg/s）
ωKfle −539.7 −563.9 
ωKext 382.4 663.9 
足関節角度（deg）
θATD 131.7 127.8 
θAMKF 112.3 109.0 
θATO 145.6 146.1 
上体角度（deg）
θTTD − 8.6 −10.9 
θTTO − 6.3 − 6.2 
θTTD-TO 2.3 4.7
振上脚の大腿角度（deg）
θTHLTD − 2.6 − 8.2 
θTHLMKF 47.3 52.6 
θTHLTO 82.1 85.4 
脚角度（deg）
θLTD 27.7 29.5 
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